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（
社
）全
国
酪
農
協
会
が
主
催
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
酪
農
視
察
に
九
月
十
一
〜
十
九
日

の
九
日
間
に
て
斉
藤
代
表
監
事
と
中
島
係

長
（
共
済
課
）
が
参
加
し
た
。

　
【
九
月
十
一
日
】
成
田
空
港
に
集
ま
っ

た
視
察
団
一
行
は
特
別
待
合
室
に
て
結
団

式
、
斉
藤
代
表
監
事
を
視
察
団
の
団
長
と

し
て
パ
リ
へ
出
発
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空

港
で
乗
り
換
え
パ
リ
の
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー

ル
空
港
に
約
十
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
終
え

て
無
事
到
着
し
た
。

　
【
九
月
十
二
日
】
視
察
団
は
パ
リ
市
内

を
視
察
。
車
窓
か
ら
凱
旋
門
や
シ
ャ
ン
ゼ

リ
ゼ
通
り
な
ど
を
見
学
。
目
的
地
で
あ
る

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
と
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
を
訪

れ
、
昼
食
後
は
パ
リ
市
内
の
有
名
デ
パ
ー

ト
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
を
視
察
し
た
。

第41回全国酪農協会
ヨーロッパ酪農視察に参加して

代 表 監 事　斉 藤 　明
総務部共済課　中 島 　昇

ゲオルグ キース牧場の住宅を出発して視察に向かう視察団一行!!

成田空港の特別待合室にて結団式。団長となった斉藤代表監事

エッフェル塔前にて記念撮影!!ルーブル美術館を見学して…
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【
九
月
十
三
日
】
こ
の
た
び
の
視
察
の

メ
イ
ン
と
な
っ
た
「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
０
０

７
」
フ
ラ
ン
ス
国
際
畜
産
展
示
会
で
は
、

共
進
会
運
営
責
任
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
リ
ッ

セ
ル
氏
の
案
内
で
会
場
内
を
視
察
。
会

場
の
広
さ
は
約
五
万
㎡
、
来
場
者
数
も

一
〇
万
人
を
超
す
と
い
う
と
て
も
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。
会
場
内

に
は
一
二
〇
〇
社
以
上
も
の
商
社
を
集

め
、
飼
料
や
畜
産
施
設
・
器
具
な
ど
革
新

的
な
研
究
開
発
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
系
統
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
国
内
の
コ
ン
テ
ス
ト
や
血
統
毎
に
乳

牛
が
展
示
さ
れ
、
共
進
会
を
見
学
す
る
来

場
者
で
会
場
は
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
。

パリデパート〝ギャラリーラファイエット〞の乳製品売場パリ市内にてバスの車窓から凱旋門を見て

ノートルダム寺院にて記念撮影パリ市内のキャバレー〝リド〞前にて

スパス（フランス国際畜産展示会）の特別室にて説明を聞く

責任者ジョンリッセル氏との会話を楽しむ斉藤団長活気溢れるスパスの共進会
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視
察
後
は
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
の
酪
農

家
エ
リ
ッ
ク
ル
フ
ァ
ー
ブ
ル
牧
場
へ
と
移

動
。
フ
ラ
ン
ス
の
乳
肉
兼
用
種
で
あ
る
ノ

ル
マ
ン
種
を
見
学
。
こ
の
品
種
の
特
徴
は

蛋
白
が
高
く
、
と
て
も
丈
夫
な
牛
と
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
飼
養
方
法
も
年
間
放
牧

が
主
体
で
あ
っ
た
。

　
【
九
月
十
四
日
】
Ｔ
Ｇ
Ｖ
（
フ
ラ
ン
ス

新
幹
線
）
に
て
一
路
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ
。
ホ

テ
ル
で
ス
イ
ス
の
ア
ル
ペ
ン
ホ
ル
ン
や

ヨ
ー
デ
ル
等
の
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
ス
イ

ス
名
物
の
ミ
ー
ト
フ
ォ
ン
デ
ュ
な
ど
の
夕

食
を
楽
し
ん
だ
。

　
【
九
月
十
五
日
】
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
市
内
に

あ
る
国
際
機
関
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
本
部
を
車
窓
か

ら
見
学
。
ベ
ル
ン
を
経
由
し
て
登
山
電
車

駅
へ
と
向
か
っ
た
。
登
山
電
車
に
乗
車
し

た
視
察
団
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
快
晴

の
な
か
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
景
色
を
見
る

事
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
ス
イ
ス
山
岳
農

家
で
あ
る
コ
ル
ブ
牧
場
を
訪
れ
、
山
岳

チ
ー
ズ
作
り
を
視
察
し
た
。
こ
の
農
場
は

乳
牛
二
十
頭
、
高
い
農
業
コ
ス
ト
、
価
格

低
下
、
国
外
か
ら
の
輸
入
品
も
増
加
す
る

な
か
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

今
で
は
、
政
府
の
構
造
改
革
に
よ
っ
て
約

三
○
％
の
農
家
が
廃
業
、
現
在
は
兼
業
農

家
が
多
く
、
ス
イ
ス
の
農
家
は
政
府
に
支

援
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

フリーバーン牛舎を見学ノルマン種を飼養する牧場の放牧地にて

アレッチ氷河（展望台より）アルフレッド・コルブ氏の牧場を訪問。山岳チーズ作りを視察

クライネシャイディック駅の小高い丘からスイスの景色に感動する二人

サン・マローの城壁を見学する斉藤団長と中島さん
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【
九
月
十
六
日
】専
用
バ
ス
に
て
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
空
港
へ
、
ド
イ
ツ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

向
け
て
出
発
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
到
着

し
た
一
行
は
、
こ
こ
か
ら
一
三
〇
㎞
ほ
ど

離
れ
た
パ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
町
へ
移

動
。
移
動
中
に
ヴ
ィ
ー
ス
教
会
、
シ
ン

デ
レ
ラ
城
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ノ
イ
ッ

シ
ュ
バ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
を
視
察
。
パ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
で
は
観
光
局
の
担
当
か
ら

町
の
概
要
説
明
を
受
け
た
。
人
口
は
約

一
二
〇
〇
〇
人
、
農
家
戸
数
約
一
二
〇
戸

（
内
、
酪
農
家
が
九
十
五
％
を
占
め
る
）、

総
面
積
の
約
七
十
％
が
農
業
用
地
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
不
安
を
抱
え
な

が
ら
も
各
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
で
宿

泊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
【
九
月
十
七
日
】
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
送
迎
さ
れ
た
参
加
者
は
集
合
場
所
で
あ

る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
集
ま
り
、
バ
イ
オ
ガ
ス

施
設
、
マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
グ
（
農
業
機
械

銀
行
）、
キ
ー
ス
牧
場
な
ど
を
訪
問
し
た
。

　
【
九
月
十
八
日
】
視
察
最
終
日
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
市
内
の
マ
リ
エ
ン
広
場
、
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
な
ど
を
見
学
。
そ
の
後
、
空
港
へ

と
移
動
し
成
田
空
港
へ
向
け
て
出
発
。
通

関
を
終
え
て
九
月
十
九
日
無
事
に
帰
国
と

な
っ
た
。

ヴィース教会の建物や装飾に感激する視察団一行

バイオガス施設を視察する団員 ホストファミリーのホル氏宅にて説明を受ける

ゲオルグ・キース氏のパーラー内を見学 キース氏のフリーストール 床はスラット方式

ミュンヘン市内を散策するドイツのビアホール〝ホフブロイハウス〟
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　根室支庁では、３月を『納税推進強調月間』として、財産の差押えなどの滞納処分に積極的に取り組
みます。
　税金は、住み良い地域社会をつくるための貴重な財源です。みなさんの暮らしを支える道税の納税に
ご協力ください。

【３月の夜間納税窓口】日時：３月27日㈭  午後８時まで　場所：根室支庁税務課

　

一
月
二
十
二
日
、
女
性
部
は
農
協
第
二
、三
会
議

室
を
会
場
に
毎
年
恒
例
と
な
る
新
年
交
流
会
を
開
い

た
。

　

新
年
交
流
会
に
は
、
部
員
二
十
六
名
が
出
席
。
来

賓
を
代
表
し
て
纐
纈
組
合
長
か
ら
「
今
年
は
牛
乳
が

自
由
に
搾
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
身
の
丈
に

合
っ
た
生
活
を
考
え
な
が
ら
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と

の
挨
拶
に
よ
り
交
流
会
は
進
め
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
今
年
の
新
年
交
流
会
は
女
性
部
理
事
会
で

提
案
の
あ
っ
た
講
習
会
か
ら
実
施
さ
れ
、
共
済
連
岡

部
課
長
を
講
師
に
生
命
や
自
動
車
保
険
の
し
く
み
を

学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
出
席
者
か
ら
は
「
保
険
で
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
学
べ
た
」「
自
動
車
共
済
に
つ

い
て
、
も
う
少
し
聞
き
た
か
っ
た
」
な
ど
共
済
講
習

会
も
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
大
好
評
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
会
食
の
時
間
に
な
る
と
オ
ー
ド
ブ
ル
を

囲
ん
で
会
話
も
弾
み
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
豪
華
賞

品
が
取
り
揃
え
ら
れ
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

最
後
に
、
今
年
の
新
年
交
流
会
は
共
済
講
習
会
な

ど
も
行
わ
れ
、共
済
事
業
へ
の
知
識
と
理
解
を
深
め
、

部
員
間
の
親
睦
も
深
ま
る
充
実
し
た
内
容
と
な
っ

た
。

共済事業を学び、親睦を深めた交流会
～ JA計根別 女性部新年交流会～

３月は道税の納税推進強調月間です

岡部課長を講師に保険のしくみを学ぶ出席者

会食時には会話も弾み、親睦を深めて…
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年部　　　版

Ｑ１．あなたの趣味は？
Ａ１．ビリヤード
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？
Ａ２．ダーツ
Ｑ３．好みの女性は？芸能人に例えると…
Ａ３．香里奈
Ｑ４．将来の目標は？
Ａ４．マルチな人間
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？
Ａ５．アメックスのブラックカードを持てる
　　　ような男になりたい!!つまり大金持ち？
Ｑ６．友達を紹介してください
Ａ６．須崎智裕くんです。
Ｑ７．なぜ須崎くんを選んだのですか？
Ａ７．昔からの友達だから…

馬場 佑太（養老牛支部）
S58.７.６生 24歳

　

地
区
青
協
で
は
、
近
年
の

酪
農
情
勢
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
て
一
月
二
十
三

〜
二
十
五
日
に
か
け
て
東
京

方
面
で
幹
部
研
修
会
を
開
い

た
。

　

研
修
会
に
は
管
内
Ｊ
Ａ
青

年
部
か
ら
盟
友
十
七
名
が
出

席
。
当
青
年
部
か
ら
は
鈴
木

部
長
（
西
竹
）、
下
川
原
康

弘
く
ん
（
養
老
牛
）
の
二
名

が
参
加
し
た
。

　

研
修
初
日
は
、
農
林
水
産

省
を
訪
れ
最
近
の
酪
農
情

勢
に
つ
い
て
意
見
交
換
会

を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
乳

価
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ

交
渉
、
さ
ら

に
は
加
工
原

料
乳
限
度
数

量
、
飼
料
価

格
高
騰
対
策

な
ど
に
話
題

が
集
中
、
生

産
者（
盟
友
）

か
ら
の
厳
し

い
現
状
が
伝

え
ら
れ
た
。

　

翌
日
は
、（
社
）
日
本
酪
農
乳
業

協
会
に
て
牛
乳
乳
製
品
の
消
費
動

向
や
消
費
拡
大
運
動
を
学
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
農
業
新
聞

社
へ
と
移
動
し
た
一
行
は
、
紙
面
づ

く
り
の
行
程
や
読
者
に
届
け
ら
れ
る

ま
で
の
宅
配
体
制
な
ど
を
学
び
、
食

や
営
農
、
さ
ら
に
は
暮
ら
し
に
密
着

し
た
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
幅

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
情

報
発
信
す
る
業
務
内
容
を
視
察
し
た
。

　

最
後
に
、
研
修
会
へ
参
加
し
た
二

名
の
部
員
は
、
農
水
省
な
ど
に
て
最

近
の
酪
農
情
勢
を
学
び
、
研
修
会
に

参
加
し
た
盟
友
と
の
交
流
が
深
ま
る

有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

農水を訪れ、生産現場の現状を伝える
平成19年度根室地区青年部連絡協議会幹部研修会

農水との意見交換会に臨む鈴木部長（右）と下川原くん（中央）

農水省職員からの現在の酪農情勢が報告された
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給
与
す
る
サ
イ
レ
ー
ジ
の
順
番
は

ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
ま
す
か
？
今

回
は
、
そ
の
開
封
順
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
ま
す
。

一　

使
い
分
け
の
優
位
性

　

優
劣
二
種
類
の
粗
飼
料
分
析
値

（
表
一
）
を
基
に
飼
料
設
計
し
ま
し

た
。表
二
で
み
る
と
、劣
質
サ
イ
レ
ー

ジ
は
飼
料
費
が
一
三
〇
円
以
上
多

く
、
金
額
も
大
き
な
差
で
す
が
、
粗

飼
料
割
合
が
四
〇
％
と
少
な
く
、
疾

病
を
起
こ
し
や
す
い
境
界
線
に
な
っ

て
い
ま
す
。
も
し
、
粗
飼
料
割
合
を

安
全
な
状
態
ま
で
給
与
す
る
と
、
栄

養
不
足
が
起
こ

り
、
生
産
が
落
ち

込
み
ま
す
。

　

一
番
草
サ
イ

レ
ー
ジ
が
劣
質
な

時
に
は
、
良
質
な

二
番
草
サ
イ
レ
ー
ジ
と
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
や
疾
病
の
リ
ス

ク
を
回
避
さ
れ
ま
す
。（
表
二
）

二　

サ
イ
レ
ー
ジ
の

　
　
　
　

品
質
を
把
握
す
る

　

品
質
の
判
断
に
は
粗
飼
料
分
析
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
開
封
前

に
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
、
前
年
の
草
地
ご
と
の
分
析
値
を

用
い
る
か
、
表
三
の
よ
う
な
簡
易
評

価
を
基
に
把
握
し
、
給
与
計
画
の
判

断
材
料
と
し
ま
す
。
収
穫
時
期
や
植

生
（
マ
メ
科
率
・
雑
草
）
水
分
や
降

雨
な
ど
の
情
報
を
記
録
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ロ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ
で
は
収
穫
日

や
ほ
場
番
号
を
ス
プ
レ
ー
で
記
録
し

ま
す
。

　

切
断
サ
イ
レ
ー
ジ
は
、
写
真
一

の
様
に
貯
蔵

位
置
図
を
作

る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一

本
の
サ
イ
ロ

の
中
で
も
サ

イ
レ
ー
ジ
の

質
の
変
化
が

予
測
で
き
ま

す
。

　

ノ
ー
ト
等
に
整
理
し
、
給
与
計
画

を
作
る
こ
と
が
有
益
で
す
。

三　

泌
乳
前
期
頭
数
と

　
　
　
　
　
　
　

給
与
計
画

　

表
三
の
四
バ
ン
カ
ー
の
簡
易
評
価

を
基
に
、
ど
の
時
期
に
良
質
サ
イ

レ
ー
ジ
を
与
え
る
か
給
与
計
画
を
表

四
で
検
討
し
て
み
ま
す
。

①
分
娩
後
三
ヶ
月
間
を
泌
乳
前
期
と

し
て
合
計
頭
数
の
多
い
時
期
を
明
ら

か
に
す
る
。

②
こ
の
例
で
は
、
六
〜
八
月
に
泌
乳

前
期
牛
が
多
く
、
暑
熱
ス
ト
レ
ス
も

か
か
る
時
期
な
の
で
、
最
も
良
い

と
推
定
さ
れ
る

Ｂ
バ
ン
カ
ー
を

こ
の
時
期
に
給

与
。

③
次
に
泌
乳
前

期
牛
が
多
い
三

〜
五
月
に
Ａ
か

Ｃ
バ
ン
カ
ー
を

給
与
。

④
分
娩
頭
数
が

少
な
く
、
二
次

発
酵
の
心
配
が

少
な
い
十
二
〜

二
月
に
、
質
の

低
下
が
予
想
さ

れ
る
Ｄ
バ
ン
カ
ー
を
給
与
す
る
。
こ

の
時
、
良
質
な
二
番
草
が
あ
れ
ば
併

給
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
で
き
あ
が
っ
た
粗

飼
料
か
ら
給
与
計
画
を
立
て
る
こ
と

も
重
要
で
す
が
、
泌
乳
前
期
の
牛
が

多
い
時
期
や
、
ヒ
ー
ト
ス
ト
レ
ス
の

か
か
る
時
期
に
良
質
粗
飼
料
を
給
与

で
き
る
よ
う
な
収
穫
方
法
な
ど
を
検

討
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

農
閑
期
は
、将
来
の
方
向
を
含
め
、

様
々
な
経
営
戦
略
を
検
討
し
て
下
さ

い
。

写真１　ノートに整理された貯蔵位置
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中
山
間
け
ね
べ
つ
サ
ブ
集
落（
本
別
）

で
は
、
本
別
地
区
協
議
会
会
員
家
族
を

対
象
と
し
て
一
月
十
五
〜
十
六
日
に
か

け
て
視
察
研
修
会
を
開
い
た
。

　

研
修
会
に
は
、
会
員
家
族
約
三
十
名

が
出
席
、
糞
尿
処
理
施
設
、
雪
印
チ
ー

ズ
工
場
、
ホ
ク
レ
ン
飼
料
工
場
な
ど
を

視
察
し
た
。

　

ま
ず
、
糞
尿
処
理
で
は
計
根
別
管
内

の
田
中
牧
場
（
養
老
牛
）
に
て
昨
年
建

設
さ
れ
た
Ｍ
Ｍ
化
学
反
応
公
害
処
理
プ

ラ
ン
ト
を
見
学
。
良
質
な
堆
肥
生
産
に

よ
り
有
機
農
法
を
目
指
す
と
い
う
事
例

を
視
察
し
た
。

　

次
に
、
雪
印
な
か
し
べ
つ
工
場
を
訪
れ
、
昨
年
十
月
に
建
設
さ
れ

た
新
工
場
を
見
学
。
新
工
場
の
生
乳
処
理
量

は
年
間
最
大
で
二
○
万
ト
ン
、
主
に
ゴ
ー
ダ

チ
ー
ズ
や
チ
ェ
ダ
ー
チ
ー
ズ
を
生
産
し
て
い

た
。
工
場
内
は
最
新
技
術
が
導
入
さ
れ
作
業

の
大
半
が
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
、
省
エ
ネ

や
環
境
保
全
に
も
配
慮
さ
れ
た
施
設
で
し

た
。
ま
た
、
な
か
し
べ
つ
工
場
の
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
安
心
・
安
全
へ
の
「
こ
だ
わ
り
」、

こ
れ
ま
で
培
っ
た
「
匠
」
の
継
承
、
人
や
地

球
に
「
や
さ
し
さ
」
の
あ
る
工
場
づ
く
り
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

最
後
は
、
釧
路
へ
と
移
動
し
た
参
加
者
は
ホ
ク
レ
ン
飼
料
工
場
を
視

察
。
防
疫
の
関
係
か
ら
ビ
デ
オ
に
て
高
品
質
な
製
品
の
安
全
で
安
心
な

出
荷
・
製
造
体
制
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

会員家族ら30名が出席した視察研修

　

根
室
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
で
は
、
近
年
の
配
合
飼
料
価
格
や

石
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
急
激
な
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
酪

農
経
営
の
危
機
的
な
状
況
を
訴
え
る
た
め
に
一
月
二
十
七
日
中
標

津
町
ト
ー
ヨ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
根
室
管
内
酪
農
民
要
請
集

会
を
開
い
た
。

　

こ
の
日
の
集
会
に
は
、
管
内
の
酪
農
家
約
三
五
○
人
が
参
加
。

自
民
党
の
武
部
勤
元
自
民
党
幹
事
長
と
新
党
大
地
鈴
木
宗
男
代
表

を
招
き
、
酪
農
畜
産
政
策
・
価
格
に
関
す
る
内
容
を
要
請
し
た
。

　

管
内
農
協
組
合
長
か
ら
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
か
ら
組
合
員

の
大
半
が
赤
字
経
営
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
伝
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
二
月
中
旬
に
酪
農
関
連
対
策
が
決
ま
る
見
通
し
と
な
り
、
根

室
管
内
と
し
て
は
、
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
単
価
の
引
き
上

げ
、
需
要
動
向
を
踏
ま
え
て
生
産
意
欲
向
上
や
所
得
確
保
に
配
慮

し
た
適
切
な
限
度
数
量
設
定
、
再
生
産
の
確
保
と
安
定
的
な
生
産

対
応
に
資
す
る
た
め
の
緊
急
的
な
酪
農
経
営
安
定
対
策
な
ど
を
求

め
た
。

　

最
後
は
、
酪
農
家
が
一
致
団

結
し
て
要
望
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
根
室
地
区
青
年
部
連
絡
協
議
会
本
荘
副
部

長
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
閉
会
と
な
っ
た
。

補給金の引き上げなどを求め、酪農家350人が集結
根室管内酪農民要請集会

酪農家が一致団結して〝ガンバロー三唱〟

酪農の危機的な状況を訴え、　　　　　
　　　　　　経営安定対策を呼び掛ける

中山間けねべつサブ集落視察研修会
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クロスワードパズル

蘆正解者５名の方にすてきなプレゼントを

　さしあげます。なお、正解者多数の場合

　は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内

　（販売機横）の投書箱へ。または、組織広

　報係までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》 平成20年２月末日まで

　当選者の発表は「けねべつ」３月号誌上

【タテのカギ】
１　木材の表面を平らに削る
大工道具

２　漢字の左側の部分
３　冬眠する鼠の仲間。天然
記念物です

４　ウサギに勝ったのは休ま
なかったからさ

５　江戸幕府がとった対外政
策

６　判
８　北海道阿寒湖のものは特
別天然記念物

10　力士の髪を結う職業の人
12　軒先から下がる氷の棒
14　角切りの大根のキムチ
16　長崎に作られた扇形の人
工島

17　まぶたを少し開けた状態
の目

18　ギヤマンといった時代も
ある

21　習慣的な行動

【ヨコのカギ】
１　この力を利用してエコ発
電

２　力士が所属しています
４　ハサミを持ったヨコ歩き
の名手

５　こっけいな役を演じる役
者

７　「海鼠」
９　○○中無休、休みなし
11　あまりこねると嫌われる
13　女性が手紙の末尾に書く
語

14　ゲームで負かしやすい相
手

15　貝殻の光沢がある部分を
漆器などにはめ込んだ工
芸品

17　衣服の裏に付ける布
18　ヒキガエル
19　庭球
20　これがかわると寝られな
いこともある

22　⇔甥
23　寒くても体のここを伸ば
してさっそうと

き
り
と
り
線

きりとり線

クロスワクロスワードパズパズルクロスワクロスワードパズパズルクロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

答え

A B C D

あ
と
が
き

　

年
明
け
よ
り
穏
や
か
な
天
候
が
続
き
、
一
〜
二
月
は
例
年
に
比
べ
て
降
雪
量

も
少
な
く
、こ
れ
か
ら
の
天
気
（
降
雪
）
が
と
て
も
気
に
な
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
二
月
と
言
え
ば
所
得
税
申
告
。
組
合
員
の
皆
様
は
先
月
よ
り
十
九
年

度
の
資
産
台
帳
整
理
に
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
昨
年
も
厳
し
い
酪
農

情
勢
が
続
き
、
何
か
と
支
出
も
多
か
っ
た
の
で
は
？
と
思
い
ま
す
が
、
所
得
税

の
納
税
金
額
が
と
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、
現
在
の
道
路
状
況
は
雪
も
少
な
く
、
路
面
も
乾
い
て
走
り
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
日
陰
や
交
差
点
な
ど
は
ア
イ
ス
バ
ー
ン
も
多
く
、
非
常
に
危

険
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
車
の
運
転
に
は
十
分
注
意
さ
れ
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

クロスワードパズル11・12、１月号の答え

＜11・12月号の答え＞ ＜１月号の答え＞

カ ゲ ロ ウ
稲垣　鐵子さん　工藤　克子さん
相澤　　親さん　武田　州司さん
本田　慶治さん　　　　　　　　　　

ビ ー ナ ス
笹島　金郎さん　河合　千春さん
遠藤　　守さん　武田　千代さん
石川チエ子さん　　　　　　　　　　

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
すてきなプレゼントを差し上げます。
組織広報係でお受け取り下さい。



※
今
月
の
〝
モ
ー
の
眼
差
し
〞
は
組
合
長
の
公
務
に
よ
り
休
載
致
し
ま
す
。

編集／計根別農業協同組合  営農部  営農課  組織広報係
発行日／平成20年２月20日

〝梟
ふくろう

〟
　昨年の12月後半から計根別地区の漆原功

さん宅前に 〝梟〞 が出没。本人家族もシャッ

ターチャンスを狙っていたところ、年明けに

庭木の上で休んでいる梟を偶然にも写真に

収めることが出来ましたので紹介します。皆

様の自宅周辺にもフクロウがいるのかも…


